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板目木版に加えて、砂目石版、多色刷り石版、木口木版、線画凸版、写真網目製版など多彩な技法が用いられており、豊かな視覚文化の幕開けを見て取ることができる。なかでも木口木版は 平版の石版刷りとは違って、活字と一緒に組版できるため、表紙や別刷りの口絵だけ なく、本文中の挿絵に 用いられて、少年読者 ちが記事の内容を理解するのを助けたり、彼ら 関心を誌面に惹き付ける役割を
果たした。木村小舟は、木口木版の導入によって、少年雑
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由来西洋木版は、当時流行の尖端を切るだけに、従来の日
本木版に比すれば、相当不廉に相違なきもその印刷面















ったが、博文館の『日本之少年』 、 『幼年雑誌』 、およ
び両誌の後続誌である『少年世界』 （一八九五年一月創刊）をさらに詳しく調査したところ、木口木版挿絵には海外
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書物や新聞雑誌から模刻された図版がかなりの割合で含まれていることが明らかになった。特に科学欄に掲載された図版や、遊戯欄や投書欄の余白に掲載されたポンチ絵には、欧米の雑誌や書物か の転載が目立つ。前掲の木村小舟が述べるとおり、生巧館は下絵の創案も手がけ が、歴史
、文学、科学、地理、ポンチ絵など、多岐にわたる少年雑
誌の挿絵を描くためには、絵を描く技術だけでなく、それぞれ 専門的な知識や技能 必要になる。木口木版挿絵に複製図版 目立つことは この時期の出版社や工房 分業
化された挿絵画家を擁するような段階には至っていなかっ




































































































































和綴じの書物 積み重ねた図と桜や薔薇 枝 あしらったデザインで、左下に「生功舘刻 入っる。
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て解釈する訓練を受けていないせいか、線 構成が機械的であっ 、明暗や立体感が適切に表現でき いない作も
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知しなければならない。合田先生ならば、著者の意のあるところをよく汲み取ることができるので、いつもから招かれ のである。合田先生であれば、用向き 話が済んでからでも、外国の話にも応対ができるので、著者からは喜ば ている。
 
 
生巧館へ戻って来られて、館員の一番先輩 年長者に 原画 説明をされるのであるが、先輩もよく心得てい
るので、著者の思うところが完全に彫られるの 、どうしても生巧館へ依頼しなければと、出版社も生巧館を信









































以つてせしに過ぎず『幽霊 正体見た 枯柳。 』 『刀抦に手をかくればもとの柳かな』悟つて見れば之れ何事も不可思議ならず何物かまた敢て奇怪ならん而して人間の知識遂ひ 進んで此妖を究め怪を捜り遂ひに余す所なきに至らんとす亦た後世恐る可しの嘆を発せずして何ぞ、予頃
日豆洲熱海の浴舎にありグラフィック。サイエンテイ
フィックアメリカン。ケミストリイ等の諸欧文雑誌を読んで大に獲たる所ろあり即ち内に就き理化学上に関する諸妙術を摘訳し名けて幻海と云ふ然れども極めて理化 知識に富める 日本少年諸子予が此幻を幻とせられず却







不思議な現象を明らか すること 意義 説いている。
 
 









リカン」から訳載したもので、白い薔薇 ちまち紅薔薇に変える手品である。アルコールに反応して赤くなる性質を持つアニリンという物質をあらかじめ に撒いておき、 客の前で香水などを吹き掛けると、 「今まで純白 薔薇花忽然真紅若しくは半紅の美花となり来賓をして為め 一驚を喫せしむ可しと云ふ」 と説明されている。 「幻蝶」 は 「アメリカンサイエンテイフイツクの社友マルチナウド氏と云へる人心匠を凝らして発明し もの」 、ベルヌーイの定理を応用した玩具である。仕掛けは わゆる「吹き上げパイプ」と同様のもので、茎の部分をストロー状にした造花に息を送ると、花の上に載せた紙製 胡蝶が舞い上がる趣向である。それぞれの手品に一点ずつ、木口木版による挿図が入ってい 【図１】 。
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 『サイエンティフィック・アメリカ 』 を調査したところ、 『日本之少年』 から二年前の第五九巻第八号 （一八八八・
八・二五） に、 「
The M
agic Rose」 と 「
The M








られているが、一点だけ『日本之少年』の記者が誤訳したと思われる箇所が 記者は「幻蝶」を「アメリカンサイエンテイフイツクの社友マ チナウド氏と云へる人心匠を凝らして発明した もの」 と説明していたが、 『サイエンティフィック・アメリカン』には、どちらの手品もフランスの科学雑誌『
La Nature』からの転載であると記されてい
る。 『サイエンティフィック・アメリカン』は、記事を転載する際には全文をそのまま英語に移し変えているが、この記事が『
La Nature 』からの転載であることを見落とした記者は、 「
O










La Nature 』の読者なのであるが、 『日本之少年』の記
者はその点を誤解したのである。
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【図 2】Scientific American，Vol.59,No.8.（The Internet Archive）
【図 1】『日本之少年』第 2 巻第 16 号（慶應義塾図書館蔵）
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【図 3】『日本之少年』第 6 巻第 23 号（慶應義塾図書館蔵）
【図 4】Scientific American，Vol.71, No.14.
(The Internet Archive) 
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以上、博文館雑誌の科学欄から二例を取り上げて、これらがアメリカの科学雑誌『サイエンティフィック・アメリ















































には「やれ呑まれることかい」と書 れ 。第三コマでは、男はもはや上半身をすっかり蛇に呑まれ、がに股の両脚しか見えない。枠外の台詞には「 う胯を張れば大丈夫さ」と書かれている。第四コマでは、男は相変わらず大きく開いた両脚しか見えない 、枠外の台詞には「へツへ呑めまい口が裂る 」と書かれている。蛇の口も裂けそなほど大きく開いている。第五コマで 蛇はついに男を
吐き出し、男は帽子と葉巻 拾って立ち上がろうとし











































 － 121 －
 
【図 5】清刷り：『少年世界』第 1巻第 20 号 作品番号：B-0706（国文学研究資
料館蔵） 
【図 6】Fliegende Blätter, No.2531.(ハイデルベルク大学図書館蔵)























からの複製図版であることを指摘した。本稿で取り上げ は木口木版によるポンチ絵であるが、 『少年世界 などにはポンチ絵に板目木版も併用されており、板目木版 ポン
チ絵にも『フリーゲンデ・ブレッター』か の転載事例が
多数見つ った。ただし、興味深いことに、板目木版 は人物が和装に変わっていたり 女性が男の子に変わってい
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18） 『小国民』第四年第一五号、 八九二・ 三、学齢館。
 
（
19）一例を挙げると、 『小国民』第四年第 一号（ 八九二 六 三、学齢館）に掲載された「蟲国議会（第十六） 」
挿絵のうち、 虫取り網の図が、 国文学研究資料館所蔵の生巧館による清刷り （作品番号０８２５） と一致した。また、 『小国民』第四年第一六号（一八九二・八・一八）に掲載された「蟲国議会（第二十）挿絵のうち、 「髑髏蛾及び其蠋」が作品番号１１１５、 「ガムシの図」が作品番号１１１４と一致した。
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42） 『幼年雑誌』第一巻第二 号、 九一・ 一・二、博文館。
 
（
43） 『幼年雑誌』第一巻第二三号、 九一・ 二・二、博文館。
 
（
44） 『幼年雑誌』第二巻第三号、 八九二・二・ 博文館。
 
（
45） 『幼年雑誌』第二巻第五号、 八九 ・三 博文館。
 
（






48） 『日本之少年』第四巻 一号、一八九二・ ・ 、博文館。
 
（
49） 『日本之少年』第四巻 号、一八九 ・ 五、博文館。
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en Beine als Lebensretter. 
Fliegende Blätter, N
















Das jähzornige Nashorn. 
Fliegende Blätter, N
o.2143. A
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